
安定ヨウ素剤についての Q & A 

（出典：“安定ヨウ素剤の配布・服用に当たって”,原子力規制庁放射線防護企画課,R3.7.21） 

 

Q ：安定ヨウ素剤とはどのようなものですか？ 

A ：安定ヨウ素剤はヨウ化カリウムを内服用に製剤化したものです。原子力災害時に放射

性ヨウ素による甲状腺の内部被ばくの予防又は低減をすることを目的として承認されてい

る医療用医薬品で、丸剤、ゼリー剤及び散剤があります。3歳未満の乳幼児や丸剤の服用が

困難な方にはゼリー剤又は散剤を使用しますが、散剤は水等で溶かしてから使用する必要

があります。 

 

Q ：放射性ヨウ素とはどのようなものですか？ 

A ：放射線を出すヨウ素のことで、呼吸による吸入や口から取り込むことで、血液を介し

て甲状腺に集積すると、数年後から数十年後に甲状腺がんを発症するリスクを上昇させま

す。また、年齢が低いほどそのリスクは高くなります。なお、成人期以降に被ばくした者

における甲状腺がんの発症については、統計的に有意なリスクの上昇は確認されていませ

ん。 

 

Q ：安定ヨウ素剤はどのように働くのですか？ 

A ：安定ヨウ素剤を服用すると、放射性ヨウ素が甲状腺に集積することを防いだり、集積

する量を低減したりすることができます。 

 

Q ：安定ヨウ素剤は全ての放射性物質に対して有効ですか？ 

A ：有効ではありません。安定ヨウ素剤の効果は、放射性ヨウ素が甲状腺に集積すること

を防いだり集積する量を低減したりすることに限定されています。他の放射性核種による

被ばくには全く効果がありません。 

 

Q ：安定ヨウ素剤の代わりになるものはありますかは？ 

A ：昆布やわかめなどの海藻などはヨウ素を比較的多く含む食品ですが、仮に安定ヨウ素

剤と同量のヨウ素を含む食品を摂取したとしても、消化・吸収に時間がかかるため、安定

ヨウ素剤と同じ効能又は効果は期待できません。また、ヨウ素を含む医薬品（うがい薬・

消毒薬等）はそもそも服用することを前提としておらず、ヨウ素以外の成分が多く含まれ

ており、服用することは大変危険な行為です。したがって、安定ヨウ素剤の代わりに、ヨ

ウ素が含まれる医薬品や食品を摂取してはいけません。 

 

Q ：安定ヨウ素剤はいつ服用するのですか？ 

A ：安定ヨウ素剤は、国（原子力規制委員会）の判断により、国（原子力災害対策本部）



又は地方公共団体が服用を指示します。 

 

Q ：丸剤の服用が難しい人はどうすればいいですか？ 

A ：丸剤の服用が困難な場合は、服薬補助ゼリー、とろみ調整剤等の服薬補助剤を使用す

ることで服用が容易になる場合があります。また、ゼリー剤又は散剤から調製した液状の

安定ヨウ素剤を使用することもできます。適切な服用方法については医師、薬剤師、保健

師等にご相談ください。 

 

Q ：副作用が心配です。安定ヨウ素剤を服用しても大丈夫でしょうか？ 

A ：安定ヨウ素剤の主成分は昆布だしなどの様々な食品に含まれる成分であり、添加物も

食品等に含まれる安全性が高いものであることから、アレルギー反応などが生じる可能性

は非常に低いです。また、1回の服用で、甲状腺ホルモンの分泌に影響する可能性は非常に

低く、副作用の心配はほとんどありません。副作用による健康影響へのリスクよりも、放

射性ヨウ素による甲状腺の内部被ばくのリスクの方が大きいため、特に妊婦、授乳婦及び

子どもは、服用の指示に従い、安定ヨウ素剤を服用する必要があります。 

 


